
公立大学法人山梨県立大学内部監査規程 
（平成２２年４月１日制定 法人２２０２号） 

 

（目的） 

第１条 この規程は、公立大学法人山梨県立大学（以下「法人」という。）におけ

る内部監査（以下「監査」という。）を円滑かつ効果的に推進するとともに、法

人の業務の合理的かつ効率的な運営を図り、会計経理の適正を期することを目的

とする。 

（監査の対象） 

第２条 監査は、法人の業務及び会計について行う。 

（実施体制） 

第３条 理事長の下に監査室を置く。 

２ 監査室に監査室長（以下「室長」という。）を置き、理事長が指名する者をも

って充てる。 

３ 監査の実施責任者は、室長とする。 

４ 監査に従事する職員（以下「監査員」という。）は、理事長の承認を得て、室

長が指名する者をもって充てる。 

（監査の種類及び方法） 

第４条 監査の種類は、業務監査及び会計監査とする。 

２ 前項に規定する監査は、毎年度１回、書面及び実地で行う。また、室長が必要

と認めたときは臨時で行うことができる。 

（監査計画） 

第５条 室長は、事業年度ごとに監査計画を作成し、理事長及び監事に提出する。

ただし、臨時監査については、この限りではない。 

（監査員の職分） 

第６条 監査員は、公正かつ厳格に監査をしなければならない。 

２ 監査員は、帳簿、書類又は現場において監査し、明瞭を欠くものがあるときは、 

関係職員に質問し、関係資料の提出を求めることができる。 

３ 監査員は、監査実施の結果知り得た事項について、正当な理由なくこれを他に

もらしてはならない。 

（監査の実施通知） 

第７条 室長は、監査を実施するときは、あらかじめ監査対象部門の責任者に対し

て、監査に必要な事項を通知する。 

（監査の協力） 

第８条 監査員は、必要に応じ、監査を受ける関係職員に対して質問し、説明及び 

資料の提出を求めることができる。 

２ 監査を受ける関係職員は、監査に協力しなければならない。 

（監査結果の報告） 

第９条 監査員は、監査終了後、速やかに監査結果を室長に報告しなければならな

い。 

２ 室長は、監査結果に基づき、遅滞なく監査結果報告書（別紙様式）を作成し、

理事長及び監事に報告する。 

（是正改善の措置） 

第１０条 理事長は、監査の結果、是正改善の措置をとる必要があると認めるとき

は、直ちにその措置をとり、又は監査対象部門の責任者に対して、その措置をと

ることを命ずる。 

２ 前項の是正改善の措置をとることを命ぜられた監査対象部門の責任者は、直ち

にその措置をとり、その結果を理事長に報告しなければならない。 

（監事等との連携） 

第１１条 室長は、監事等と連携し、的確かつ効率的に監査の実施に努めなければ



ならない。 

（委任） 

第１２条 この規程に定めるもののほか、監査に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

   附 則 

 この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 



別紙様式（第９条関係） 

 

                           年   月   日 

 

           殿 

 

 

                         監査室長 

 

 

               監査結果報告書 

 

 このことについて、公立大学法人山梨県立大学内部監査規程第９条に基づき次の

とおり報告します。 

 

 

【業務監査】 

 

 １ 実施期間 

 

 ２ 監査員    

         

３ 監査の内容 

 

４ 監査の結果 

 

 

【会計監査】 

 

 １ 実施期間 

 

 ２ 監査員 

 

 ３ 監査の内容 

 

 ４ 監査の結果 

 

※ 上記の内、競争的資金に関しては次のとおりです。 

 

競争的資金名称 

 

金額（単位：円） 

 

監査実施課題数 

 

選定方法 


